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非暴力平和隊の過去・現在・未来 

─構想から13年目に今後を展望する─ 

 

共同代表  君島東彦 

 

 最近、非暴力平和隊（以下、NP と略す）

の提案者の１人、メル・ダンカンとスカイ

プで話した。いまからちょうど 13 年前、

2000 年 5 月、わたしはニューヨークで開催

された「ミレニアム・フォーラム」という

国連主催の NGO 会議に参加したが、そこで

メル・ダンカン、デイヴィッド・ハートソ

ー、それにティム・ウォリスに出会った。

NP を設立するという構想は、実現に向けて、

このとき本格的に始動した。この 13 年間の

ことを考えると、感慨無量である。スカイ

プで、NP の過去・現在・未来についてメル

と語り合ったことを書いておきたい。 

 

１ 10 年間の達成 

 2002 年末にインドで NP が正式に設立さ

れてから 10 年が経ったが、この 10 年のハ

イライトは何かとメルに尋ねた。彼の答え

は基本的に２つだと思う。第１に、そもそ

も 13 年前には構想でしかなかった NP が現

実に実現したこと。第２に、この 10 年間で、

NP は約 8 億円の年間予算規模、約 200 人の

スタッフを擁する国際 NGO に成長したこと、

そして NP が主張・実践してきた「非武装の

市民による平和維持（unarmed civilian 

peacekeeping, UCP）」は、国連安保理でも

認知され、2012 年の国連事務総長報告書の

中でも重要な方法として言及されるところ

まで主流化したことである。いまでは NP

の「姉」である国際平和旅団（Peace 

Brigades International, PBI）よりも国際

的に多様で（NP のスタッフ、フィールドチ

ームメンバーは、40 数カ国から来ている）、

規模も大きくなっている。これまで、スリ

ランカ、ミンダナオ、グアテマラ、南スー

ダン等で活動してきたが、それぞれの紛争

地において文民保護や停戦監視について少

なからぬ役割を果たしてきた。いまではわ

たし自身も NP の活動の全体像を完全には

把握できないところまで、多様化している。 

 

２ 現在の課題 

 それでは、現在の課題は何か。メルの答

えは、「組織改革」ということである。第１

に、8 億円の予算規模、200 人のスタッフ、

そしてフィールド活動を中心とする組織を

的確に運営しうるように、組織改革するこ

と。いま「組織検討委員会（Governance 

Review Committee）」が NP の組織改革につ

いて検討中であり、6月末までに報告書（勧

告）を出す予定になっている。第２に、テ

ィム・ウォリスが事務局長を退任したこと

に伴い、現在はブリュッセル事務局のキ

ム・ヴェティングが暫定事務局長をつとめ

ているが、新しい事務局長の選考プロセス

が進行中である。 

 また、メルによれば、現在、フィールド

の活動は持続可能な安定した状態にあるが、

資金調達はそうではないという。政府や財

団等の補助金は使途が限定される。使途の

限定のない、自由に使える資金は、個人寄

付あるいは宗教団体の寄付ということにな

る。この方面での資金調達にかげりが見え

るという。個人寄付、宗教団体の寄付はほ

とんどが米国から来るが、メルによると、

NP にはもはや目新しさがない（!?）、寄付

者が高齢化した等の理由で、寄付が不安定

になっているという。 

 

３ 今後の展望 

 今後の展望は？ メルは３つ挙げた。第
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１に、NP はミャンマーの政府と市民社会の

双方から、ミャンマー国内での活動を打診

されている。これについては NPJ ニューズ

レター46 号にすでに紹介がある。ミャンマ

ーは数多くの少数民族をかかえているが、

彼らは国政から排除されており、政府と少

数民族との間で武力紛争があった。現在、

全部で 11 の停戦合意があり、これらの停戦

合意を持続させるための方法が求められて

いる。ミャンマー平和センター（ミャンマ

ー政府が設立した組織）が現地のホストに

なって、世界中の NGO がミャンマーでの活

動を始めようとしている。日本のジャパ

ン・プラットフォームおよびその加盟 NGO

も少数民族帰還民支援等を行なうことにな

っている。NP は停戦監視および早期警戒・

早期対応のトレーニング等を追求すること

になるだろう。 

 第２に、いま最大の人道的危機をかかえ

ているシリアでの活動の模索。メルは、最

近、マイレッド・マグワイア氏（北アイル

ランドのノーベル平和賞受賞者）とともに

シリアを訪れて、非暴力で下からの和解を

めざす活動をしている団体「ムサラハ」の

人々と会ったという。最近、NP はエジプト

で「非武装の市民による平和維持」のトレ

ーングをしたことがあり、そこにシリアか

らの参加者がいたそうである。地球市民社

会、NGO はシリアで何ができるか、まだま

だ手探りであろうが、シリアの危機はいま

の世界の大きな課題であることは間違いな

い。 

 そして第３に、2014 年に、「非武装の市

民による平和維持・文民保護」の実践を現

時点で総括する会議を、コロンビア大学、

国連訓練調査研究所（UNITAR、広島にも事

務所がある）、NP の三者共催で、ニューヨ

ークのコロンビア大学を会場として開催す

る準備をしているという。13 年をかけて、

NP は国際社会に認知されたと思う。NPJ と

しても、もっと頑張りたい。 

❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋ 

メル・ダンカン２００９年来日時、阿木共同代表（右）、

ピースボート吉岡代表（左）らと 

❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋ 

 

マイレッド・コリガン・マグワイアさん 

２００７年９月にナイロビで開催された総

会でスピーチをされました。その内容はニ

ューズレター20 号に掲載されました。2008

年 5 月 4-6 日、千葉県幕張メッセで開催さ

れた＜9 条世界会議＞でも基調講演をされ

ました。 

 



 

NPNPNPNP 活動報告活動報告活動報告活動報告    

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

NP は現在、 

スリランカ：現地パートナーの支援 

ミンダナオ：6プロジェクト 69 名 

南スーダン：8プロジェクト 93 名 

南コーカサス：2プロジェクト 6 名 

のフィールド活動を行っており、ミャンマ

ー・プロジェクトは準備中です。今回、NP

ウエブサイトよりミンダナオと南スーダン

の活動の現状を元 NP フィールド・ワーカー

の徳留由美さんに翻訳してもらいました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

（１）（１）（１）（１）NPNPNPNPフィリピンの活動強化の為のフィリピンの活動強化の為のフィリピンの活動強化の為のフィリピンの活動強化の為の覚書覚書覚書覚書    

NP は 2010 年 よ り 国 際 監 視 団 (IMT: 

International Monitoring Team)と共に、

「市民保護コンポーネント(CPC： Civilian 

Protection Component）」の一端を担ってい

ます。また、2009 年にフィリピン政府とモ

ロ・イスラム解放戦線の両紛争当事者から

招かれて以来、CPC の下、市民の安全、治

安維持と保護のモニタリングを、現在も継
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IMT: 

 

続しています。 

 

2009 年に、「人権・復興・開発コンポーネ

ン ト (HRDC: the Humanitarian , 

Rehabilitation, and Development 

Component）」が、国際監視団のもとで実施

されることが決定されました。この活動は

現在、CPC との密接な協力と共に現地で機

能しています。HRDC は国際人道法と人権の

遵守における HRDC の実践をモニターして

います。これは特定の違法行為や暴力を

HRDC が認識することを、実際は意味してい

ます。また HRDC は存在する当事者の行為を

評価し、違法行為による悪影響を防止また

は抑制しながら、当事者の違法行為や暴力

への責任を明らかにするのです。 

2010 年に CPC の活動は、NP フィリピン・プ

ロジェクトにとって 1 番のドナーである欧

州連合(EU)からの寛大な支援とともに始ま

りました。また EU の資金提供のおかげで、

HRDC は彼らの重要な活動を開始すること

が可能となりました。EU からの「CPC への

能力強化プロジェクト」への継続的な支援

は、HRDC の下で活動している専門家と監視

団要員の活動や、CPC の下で行われる NP の

平和維持監視活動等、これらのミンダナオ

で大変必要とされている活動を遂行するこ

とを、可能にしているのです。 

2012 年から NP と国際監視団は、緊密なパ

ートナーシップで活動しています。そして
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この関係は、3月 14 日に署名された、HRDC

の下で活動の担当責任を NP と２人の EU 専

門家が持つという、新しい覚書により再確

認されました。この覚書は、HRDC の下での

NP と EU 専門家の協力関係と責任を再定義

するものなのです。これは紛争被災地での

人道支援に必要な率先的な調整や総体的な

対応と、両方のプログラムの明白で洗練さ

れた意思決定が特徴となっています。 

NP は覚書で署名されたように、HRDC との既

存の協力関係を再確認したことを、強調し

たいと思います。また、効率的で現場に合

った活動へと繋がると思われる計画や、計

画を遂行する為の活動ガイドラインの状況

報告や、同様に共同活動におけるモニタリ

ングや人員の確保、財政的支援金、現場の

調整と安全性プロトコールの厳守等につい

ても、お伝えしたいと思います。そして重

要なステークホルダーとの、親密な協力関

係の中で活動を実践します。すべての支援

は、ミンダナオの和平プロセスの為なので

す。 

＊内容補足＊NP が紛争国で活動を行う場

合、「覚書」は重要な意味を持っています。

「物」を与えない NP にとって、その存在意

味を滞在国（ここではフィリピン）の政府

に認めてもらう為にも、「覚書」は重要とな

ってきます。フィリピン政府に認められて

いる国際監視団との親密な関係があり、活

動を共にしており、EU のフィリピンへの支

援の一端に NP も関係している事が明白な

この「覚書」は、NP の隊員達のビザの発給

や現場での活動、そして隊員自身の安全確

保の為にも大変重要な意味を持つのです。 

紛争国に置いて、NP の存在意義が立証され

なければ、ビザを発給して貰えず、活動自

体が不可能になります。今回の「覚書」は、

将来の NP フィリピンのミンダナオでの活

動を後押しする、とても重要なものである

と言えます。NP のミンダナオにおける存在

意義が、公に認められている証拠なのです。 

    

（２）（２）（２）（２）フィリピン：新しい活動家達の着任フィリピン：新しい活動家達の着任フィリピン：新しい活動家達の着任フィリピン：新しい活動家達の着任    

2013 年 1 月 24 日から 2 月 10 日にかけて、

NPは世界中から集まった8人の新しい国際

市民平和維持活動家へのトレーニングを行

いました。新規隊員の出身国は、パキスタ

ン・フィンランド・キルギスタン・リトア

ニア・ポルトガル・バングラディシュ・ウ

ガンダ・メキシコとなっています。彼らは

2 月 13 日に、NP のミンダナオにおける活動

地域へと配属されました。 

彼らのトレーニングの中で、ミンダナオ情

NP メンバー、地域の指導者たちを定期

訪問 IMT CPC 活動の一環 
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勢についての基本的な説明と共に、NP の介

入に関する詳細と特定の分野についても行

われました。 

NP 内のトレーナーに加えて、様々なパート

ナー団体や外部の専門家達も招き、彼らも

講師としてトレーニングに参加しました。

これらの講師たちは、赤十字国際委員会

（ICRC）やフィリピンの赤十字、フィリピ

ン政府とモロ・イスラム解放戦線間の調整

停戦委員会(GPH-MILF CCCH: the GPH and 

MILF Coordination Committees on the 

Cessation of Hostilities)、そして国際監

視団の「人道・復興・開発コンポーネント」

からも参加して頂きました。 

（３）フィリピン・（３）フィリピン・（３）フィリピン・（３）フィリピン・スタッフ紹介スタッフ紹介スタッフ紹介スタッフ紹介    ①①①①    

Daphne Iris MacatimbolDaphne Iris MacatimbolDaphne Iris MacatimbolDaphne Iris Macatimbol（現地スタッフ）（現地スタッフ）（現地スタッフ）（現地スタッフ）    

Daphne は 2012 年 1 月 16 日に、現地採用の

市民平和維持活動隊員として NP に加わり

ました。NP に入る前、彼女は北ラナオ州に

ある様々な地元の組織や国際団体で、女性

や子供の権利の為の活動等を経験しました。 

彼女の NP での役割は、武力衝突の中で生じ

る、「ジェンダーに基づく暴力プロジェクト

(GBV-AC：the Gender-based Violence in 

Armed Conflict project）」の担当です。彼

女は GBV-AC のプロジェクトを成功させま

した。彼女の活動エリアでは、ジェンダー

に基づく暴力とは家族間の問題であり、社

会的問題ではないと、今でも人々が考えて

いるので、問題を認知してもらうのは挑戦

です。 

Daphne は紛争被災地域においての NP の存

在は、人々の中に自信を与えると信じてお

り、また NP はコミュニティとサービスプロ

バイダとの間の、架け橋として役立ってい

ると確信しています。彼女は NP の役割とは、

異なったステークホルダーを結びつけるこ

とで、特定のコミュニティにおける人々の

人権や安全、治安維持への注意を促したり

対応したりすることであり、これらは重要

でやりがいのある仕事であると、信じてい

るのです。 

②②②②    Gabriella ChianiGabriella ChianiGabriella ChianiGabriella Chiani（国際スタッフ）（国際スタッフ）（国際スタッフ）（国際スタッフ）    

イタリア出身の Gabriella Chiani は、NP

スリランカ・プロジェクトに 2007 年 6 月に

着任しました。そして、2011 年 11 月に、

彼女は NP フィリピン・プロジェクトへと赴

任し、現在はミンダナオのダトゥ・ピアン

事務所において、紛争防止プログラムの地

域プログラム・コーディネーターとして活

動しています。 

彼女の NP スリランカ・プロジェクトでの経

験や、他の国々での活動経験は、現在の彼

女の担当地域における異なるコミュニティ

やステークホルダーとのやり取りの中にお

いて、大変役に立っています。彼女のリー

ダーシップと密接な地元パートナーとの関

係により、NP のミンダナオチームは脆弱な

人々のグループを対象に、多くのコミュニ

ティ・トレーニングを成功させることがで
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きました。 

1 つの実証として、多くのコミュニティメ

ンバーに加えて、このオリエンテーション

には国連やパートナー団体、地方自治体、

そして治安部隊の隊員達も参加しました。

その結果、国際連合世界食糧計画は地方政

府行政との共同プロジェクトを開始し、国

際連合食糧農業機関も地元パートナー団体

との、協同事業を開始するべきであると、

確認しました。 

これらの達成の一方で、Gabriella と彼女

のチームは、和平と人道保護、及びマギン

ダナオ州にある様々な自治体の中での地域

密着型の人権保護に焦点をあてる、地域の

構造を構築するのに尽力しているのです。 

（４）（４）（４）（４）NPNPNPNPフィリピンのフィリピンのフィリピンのフィリピンの現地現地現地現地パートナー紹介パートナー紹介パートナー紹介パートナー紹介    

2004 年に発足した「平和と発展のためのユ

ナイテッドユース(UNYPAD: United Youth 

for Peace and Development)は、ミンダナ

オ市民の窮境を軽減するために、設立され

ました。特に、社会から軽んじられている

人々を対象としています。この組織に参加

している若者たちは、持続可能な発展とは、

草の根レベルから始まるべきであると確信

しています。この組織のメンバーはイスラ

ム 教 徒 ミ ン ダ ナ オ 自 治 地 域

(ARMM: Autonomous Region in Muslim 

Mindanao)に約 1万人存在します。 

UNYPAD はフィリピン政府と MILF の和平プ

ロセスを支援するプログラムを、2007 年か

ら始めました。 

2007 年の NP フィリピン・プロジェクト開

始前の先発調査の間、UNYPAD は我々に多く

の助言とサポートを与えてくれました。事

実、UNYPAD の会長である Rahib Kudto は、

NP フィリピンの諮問協議会のメンバーな

のです。 

Kudto 氏は、「NP と UNYPAD 間の協力関係が

まだ非公式の状態だった時にも関わらず、

信用と信頼は、最初から築かれていました。

この信頼こそが、ミンダナオの和平の為に

活動することにおいて、最も重要なものな

のです。NP は UNYPAD の活動に対して、い

かなる疑問や疑いを持ったことがありませ

ん。そして UNYPAD はミンダナオ内のピキッ

トやマギンダナオ州、マラウィ市等におけ

る様々な地域での NP の活動を、我々の地元

メンバーを用いて常に支援しています。

我々は互いに補い、支えあっているのです。」

と述べました。 

この非公式の協力関係を基盤に、NP と

UNYPAD は共同して争いに介入することで、

強い相互信頼と協力関係を構築しました。

最近の課題は、人権保護についてのアドボ

カシーです。このアドボカシーは人権保護

メカニズムを中心に、同時に人権侵害への

モニタリングにも焦点を当てています。も

う一つの大事な共同活動として、北コタバ

ト州における「早期警戒対応プログラム」

があります。 
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＊NP フィリピンが活動を開始する際、地元

に根付き、様々な紛争当事者たちとのパイ

プを持ち、一般市民の間にも知られている

組織や団体の協力が必要となります。

UNYPAD は NP フィリピンが活動を開始する

前からも、そして開始してから現在まで、

心強いサポートと共に、信頼関係を築いて

いる団体なのです。 

 

（５）（５）（５）（５）南スーダン・プロジェクト南スーダン・プロジェクト南スーダン・プロジェクト南スーダン・プロジェクト    

 

乾季の始まりと共に食糧不足への不安が増

加し、国内の暴力事件が多発しています。

今年の雨季は特にひどく、河川の氾濫によ

り収穫の大部分が痛手を負いました。特に

2013 年には、ジョングレイ州での被害が大

きくなるでしょう。この地域では高官達の

間で継続している争いにより、少量の作物

しか植えられていないのです。またこの地

域では、スーダン人民解放軍（SPLA：Sudan 

People's Liberation Army）によって休日

明けから開始される、反政府戦略の実行の

準備が行われています。ディンカ族、ヌエ

ル族、ムルレ族間での緊張は、暴力やヘイ

トスピーチの増加により高まっています。

特にヌエル族はムルレ族をターゲットにし

ています。 

 

南コルドファンとダルフール間での争いの

拡大により、新しい難民が Yida 難民キャン

プへ殺到しており、石油生産の再開の遅れ

や人々への賃金未払いに起因する犯罪行為

や嫌がらせ、事件等が増加しています。こ

れらの事件の要因は車両規則への罰金（汚

い車であるという理由だけで、違反切符を

付けられる例）等にも範囲が及び、組織的

に政府関係の建物を攻撃しています。 

 

児童保護活動は、内容的・量的にも成長を

続けています。NP の児童保護コンサルタン

トである Girma Derrasu と、ユニセフのコ

ンサルトの共同にる、Yida 地域（ユニティ

州）における広範囲に及ぶトレーニングが

継続しています。このユニセフのコンサル

タントは、NP のプログラムの活動規模や範

囲を増やすため、NP への支援予算の改正を

ユニセフ本部に推薦して下さった方です。

さらに、ユニティ州において、パンリエン

群とマヨム群に新しいサブ・オフィスを配

置しました。 

 

Yida 地域において NP は、難民受け入れ地

区の市民と、難民コミュニティ間での対立

緩和を導いています。特に牛飼いコミュニ

ティに焦点を当てています。乾季で水が干

からび、ヌバ族とディンカ族の牛飼いの間

での、触発と争いが起こっているからです。 

 

ジョングレイ州にておいてボー群は、最近

頻発している暴力と牛泥棒の事件に対処す



9 

 

る為に設けられた、「コミュニティ間の平和

イニシアティブチーム（Community Peace 

Initiative Team）」と共に活動しています。

ボー群の中のトンジ・コミュニティは、NP

へ彼らのコミュニティと SPLA との関係を

改善する手助けを求めました。Waat 群では

「コミュニティ平和イニシアティブトレー

ニング」を二つのパヤム（群の下の行政区

画）にて行い、28 人から 30 人ほどが参加

しました。また、時を同じくしてピボール

群においては、現地コミュニティの保安会

議とコミュニティメンバーとの偶発的暴力

への対策が、月間目標でもありました。 

（６）南スーダンスタッフ紹介（６）南スーダンスタッフ紹介（６）南スーダンスタッフ紹介（６）南スーダンスタッフ紹介    

Atkilt Geleta Atkilt Geleta Atkilt Geleta Atkilt Geleta （国際スタッフ：（国際スタッフ：（国際スタッフ：（国際スタッフ：ユニティ州）ユニティ州）ユニティ州）ユニティ州）    

ある日はパートナーとドナーのユニセフと

の、調整会議から始まった。会議の論点は、

可能性のある緊急児童保護のシナリオであ

った。Bentiu では、今年始めに爆破事件が

起こっていた。この土地は国境から数時間

の北の位置にあるので、スーダンと南スー

ダンの間の状況が緊迫した時に起こりうる、

国境を越えての暴力へ対応する必要がある

のだ。また、南スーダン内での民兵組織の

活動も、地域での暴力を増加させている。 

会議の後、我々は Bentiu 独立スタジアム

へと向かった。そこでは「国連子どもの権

利条約」の第 23 回記念セレモニーが開催さ

れおり、それを祝うために参加したセーブ

ザチルドレン、ユニティ州のジェンダーと

児童福祉担当大臣により、NP も招かれたか

らである。青年たちはいろいろな劇や歌を

披露し、さまざまな年代の子供たちでスタ

ンドは埋め尽くされていた。我々はいくつ

かのパフォーマンスを見てから、主催者に

挨拶をして帰路に着いた。NP にとってパー

トナー達と良い関係を維持することは重要

な要素であり、隊員の仕事と安全性は、彼

らとコミュニティとの間の深い信頼関係の

上に、成り立っているのだ。 

午後には、救済復興委員会の担当官とのミ

ーティングへと向かった。児童保護活動の

進展について、意見交換と状況報告を行な

った。それから余談と共に、完全に整備さ

れていない道のおかげで、Bentiu 周辺の

村々を何時間もかけて歩かなければならな

かった、ユニティ州においての NP 設立当時

の日々の思い出を語り合った。 

ようやく事務所に戻り、我々はその日の活

動を話し合い、また翌日「家族の追跡と再

統合活動」を行う、パリアンの村へのフィ

ールド訪問についても話を続けた。 

❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋ 



 

NPNPNPNP 南スーダン南スーダン南スーダン南スーダンマサさんとお会いして 

NPJ 元会員 中原 隆伸 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（本稿は私個人の見解を表すもので、過去

現在問わず私が所属・関連するいかなる団

体の見解も代表するものではありません） 

NPJ の皆さんこんにちは。 南スーダンの

首都ジュバから中原です。南スーダン滞在

中に是非とも実現したいと思っていた、NP

南スーダンのマサさんと 3 月上旬にお会い

して、お話を伺う事が出来ましたので、勤

務地の Pibor についての最新状況（2013 年

5 月 18 日時点）も含め、その時に伺った話

で印象的な点を報告させて頂きたいと思い

ます。 

 

 

マサさんの任地 Pibor は、2011 年 7 月に独

立した後も各地で紛争が残っている南スー

ダンの中でも、最も頻繁に南スーダン政府

軍と「反乱軍」の衝突が報告されている場

所です。 Pibor のある Jonglei（ジョング

レイ）州には、大きく分けて 

10 

 

 

 

 

・Dinka 族（大統領出身部族、南スーダン

で最大の部族） 

・Lou Nuer 族（副大統領出身部族） 

・Murle 族（「反乱軍」のリーダー、David Yau 

Yau 出身部族） 

が多く住む地域に分けられますが、Pibor

は Murle 族が多く住む地域に存在します。  

NP は Bor（Dinka 族の多く住む地域）と Waat

（Lou Nuer 族が多く住む地域）にもそれぞ

れ事務所を構える事で、特定の部族に肩入

れしないという姿勢を明確にしています。 

Murle 族は、牛等を巡っての争いを通じて

Lou Nuer 族の一部と歴史的に争いを続けて

きました。 それが近年の小型武器の氾濫1

をきっかけとし、より一層被害者が増える

にしたがってより両者間の反目が強くなっ

たと言われています。Murle 族の中には

「Murle を守っているんだ」という David 

Yau Yau の主張に賛同する人もいますが、

Yau Yau 軍による物資の強制徴収などから

Yau Yau 軍が全面的に Murle の賛同を得て

いるわけではないようです。 また、非常に

残念なことですが、国民の生命財産を守る

ことが存在目的である南スーダン政府軍

（SPLA）自体による、Murle 族への暴力も

くつかの団体により報告されています2。  

                                            
1理由の一つは、『南スーダン国内の治安か

く乱を目的としたスーダン政府による反政

府勢力への小型武器配布』とも言われてい

ます。 
2 例えば Small Arms Survey、「Human 

Security Baseline Assessment」October 
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いずれにせよ、Pibor は本稿を書いている 5

月 18 日現在、南スーダン中で一番治安が悪

いと見做されている地域といって過言では

ありません。 また去年の雨季の洪水の影

響、それに起因する食料不足など治安の問

題に加えて様々な課題が存在し、NP のプレ

ゼンスが国内でも最も必要とされている場

所の一つだと思っています。 そのような場

所で、マサさんは NP のフィールドメンバー

の一員として NP のプレゼンス確保を通じ

て、Murle 族並びに他の南スーダン人の人

権と安全が守られるよう尽力しています3。  

 

NP の Pibor での活動は、Lou Nuer 対 Murle

の全面的な民族紛争につながりかねない

Pibor での紛争を最小限に抑えるという観

点から、南スーダン全体の平和に大きく貢

献しうる大切な仕事ですが、食べ物も似た

ようなメニューの繰り返し、主だった娯楽

のあるわけでもなく、文化の違いなどから

様々なストレスがたまる、何より前述のよ

                                                          
2012 page9を参照の事。なお、SPLA

軍の上層部はほとんど Nuer族が占めて

いると聞きます。また政府高官・国会議員

とも、Murle族はほとんど含まれておらず、

そういったMurle族による政治不信を

David Yau Yauは利用しようとしている

と言われています。 
3 5月 18日現在、NPをはじめとする全て

の NGO団体は治安上の懸念から外国人ス

タッフを全員 Pibor から撤退させています。 

その一方で、人道支援団体の倉庫が襲われ

援助物資の略奪が起こる事態となっていま

す。 

うに南スーダンでも最悪の治安状況の中、

マサさんは大変なご苦労をされていらっし

ゃることと思います。 

 

実は私自身も 5 月 13 日から、新しく

「INTERSOS」というイタリアの NGO の一員

として、Pibor のある Jonglei 州に駐在し

て働く事となります。 実は Pibor にも

INTERSOS の事務所兼倉庫があり、治安の関

係からいつ行けるのかわかりませんがいず

れ訪問する必要があると思っているので、

これまで以上に NP、そして NP の Pibor チ

ームとは密接に連絡を取り合っていく必要

があると思います。 今後も折に触れて、

現場の状況をお伝えしたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【南スーダン豆知識】 

面積：日本の約 1.7 倍、 

人口：1,031 万人（2011 年）、 

首都：ジュバ、 

人種・民族：ディンカ族，シルク族，ヌ

エル族を筆頭に数十の部族、 

言語：英語（公用語），その他部族語多数、

宗教：キリスト教，伝統宗教 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

1956 年：スーダン共和国独立、 

1983 年：第二次内戦勃発。 

1996 年 3 月：総選挙実施，バシール大統

領当選、 

2005 年：南北包括和平合意（CPA）、 

2011 年 1 月：南部スーダン住民投票、 
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身が入らなかった護憲パレード 

安藤 博 

安倍晋三氏が首相になって戻ってきて憲

法九条がいままでにないピンチに見舞われ

ているとの思いから、5 月 3 日、憲法記念

日恒例の行事に参加しました。労働組合や

宗教団体の幟旗を立てた“常連”らしき方々

になかで、いかにも場馴れしていない“新

参者”でした。そのせいか、なんとなく身

が入りません。 

ひとつには、「シュプレヒコール！」や拳

を突き上げて「ガンバルゾー！」になじめ

ないからです。「じゃあ、ただ黙々と歩けと

いうのか」と言われると困るのですが、型

にはまったデモンストレーションに対する

違和感があります。 

日比谷公園から東京駅八重洲口近くまで

のパレードの隊列にありながら、こころは

あらぬ方に浮いていたもう一つの理由は、

警官隊の完全警護の下にあったことです。

右翼団体の妨害が、周到な警備で封じられ

ていたのです。例えば、沖縄・普天間基地

へのオスプレイ強行配備に抗議して沖縄

41 の市町村長・議会議長がこぞって参加し

た今年 1 月 27 日の抗議集会後にも、日比谷

公園から同じ経路でパレードが行われまし

たが、そのときは数寄屋橋交差点辺りに右

翼団体が日の丸を林立させて待ち構え、歩

道からガードレールを越えて隊列になぐり

かかったりもしました。しかし、憲法記念

日には警官隊の締めつけにあって手も足も

出ず。首都高速道路の路肩からパレードを

はるか下に見下ろし、ラウドスピーカーで

「売国奴！」等の罵声を

浴びせかけるだけでし

た。 

警護は憲法集会の主

催者が頼んだわけでは

なく、道交法にしたがっ

て集会やパレードの届

け出がされたのに応じ

て、警察が通常の警備態 

 

 

 

勢をとったまででしょう。そのおかげで

パレード参加者に怪我人が出たりしなかっ

たこと自体はいいことです。 

とはいえ、平和憲法を壊そうとしている

安倍政権の配下にある強力な実力部隊に守

られて憲法を護る行動をするというのは、

なんとも居心地のよくないことです。 

気合いの入らない行動に終わったいちば

んの理由は、「こんなことをしていて、何の

役に立つのか」という無力感でした。自衛

隊を国防軍にするために憲法９条を破壊し、

歴代政権が違憲としてきた集団的自衛権行

使を合憲であることにする。そのうえで天

皇を「元首」にかつぎ、海外に出て戦争を

できるようにするという安倍政権は、突然

写真：首都高速道路の路肩からパレードを見

下ろしてラウド・スピーカーで「売国奴！」等

の罵声を浴びせかける右翼団体関係者 
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のぼせ上ってそうしているのではありませ

ん。日本の国民・選挙民の圧倒的支持が背

景にあるのです。戦前と同じ戦争国家に向

かおうとするこの流れを食い止めるには、

国民の安倍政権に対する支持を反転させね

ばなりません。が、ご近所、友人と周りを

見回せば、ごく普通のひとたちが「９条は

もう変えなくちゃ」と言います。 

誰のせいでそうなってきたのかともかく、

長く９条を壊すことには反対してきた日本

の世論が、９条改憲に向けて振れてきたこ

とは紛れもない事実です（注１）。そうした

世論を覆すだけの力がこのパレードにある

のか―元気に声を上げる周りのひとたちを

しり目に、冷めた気持ちでパレードの終点

に来ていました。 

わたくしが護憲パレードに参加する動機の

一つとなっていたのは、この春の＜非暴力

平和隊・日本＞（NPJ）の総会/理事会直後

の3月18日、NPJ監事の鞍田東さんからNPJ

メンバーに宛てられた「自衛隊の行動を咎

める必要はないでしょうか？」と題する以

下のメールです。 

「一昨日の総会で 私は 日本の政府が 

・「尖閣で 中国『国家海洋局のＹＳ－１１』

の接近に対し、『自衛隊の戦闘機』がスクラ

ンブルをかける。 

・北朝鮮のミサイル（衛星打ち上げ）に対

し、自衛隊が地対空ミサイルを配備する。 

などという行動をとったことを、『非暴力平

和隊・日本』は、非・平和的対応であると

して咎める・・・たとえば、「声明を出す」

～「防衛省」前で抗議のスタンディングを

呼びかけ、行う・・・べきではなかったか？ 

と発言したのですが、積極的なご賛同は得

られませんでした。 

（中略） 

『非暴力＜行動＞』の意義を高唱している

『非暴力平和隊・日本』はいくら微力でも 

象徴的レベルでも何かはするべきだと 思

います。」 

 鞍田さんのこの問いにまともに答えられ

ずにいることに、内心忸怩たるものがあり

ました。 

この４月、日本が唯一の被爆国でありな

がら、「核兵器の非人道的影響に関する共

同声明」に日本政府が賛同しなかった（注

２）こと対しては、NPJ として安倍政権に

対する抗議声明を行うことを考え、文案の

用意にもかかりました。「いかなる状況下に

おいても、使用されないことに人類の生存

がかかって」いるとする声明に対する署名

を拒否するというのは、米国の核の傘の下

にある（注３）とはいえひどすぎると思っ

たからです。 

しかしこの抗議声明を NPJ 理事会に諮る

のは止めました。日本 YWCA など他の多くの

団体が既に抗議声明を行っているのと、核

廃絶の足を引っ張る日本政府のこの姿勢は

安倍政権に始まったものではなく日本政府
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がずっとそうしてきたので、今更の感があ

ったからです。 

「何かをしなければ」という思いで参加

した護憲パレードも、五月晴れにはそぐわ

ない気分で終えてしまって、参院選が近づ

いているいま改めて思うのは、出戻ってき

た安倍政権が、平和憲法を守ろうとするう

えで、従来の自民党政権とは異なる、いか

にも危険なものであることです。安倍政権

が指向するのは、端的にいえば保守ではな

く復古、戦前の「日本を取り戻す」ことな

のです。 

そのことを分かりやすく書いてくれた人

がいます。集団的自衛権行使の容認など政

府見解に反する内容の「田母神論文」を書

いたことで自民党政府から首にされたあの

田母神俊雄・元自衛隊航空幕僚長です。『自

衛隊の敵』という奇抜な題名の近著によれ

ば、「わたしが田母神論文問題で自衛隊を辞

めることになった頃、いまだに多くの国民

は自民党が左翼に乗っ取られていることに

気がついていなかった。中曽根康弘、宮沢

喜一、加藤紘一、河野洋平など政権の中枢

にいた自民党の政治家が左翼思想に毒され

ていたのだ」とのことです。そして「我が

国の多くの政治家が今なお自虐史観にとら

われている中で、安倍総理はこれにとらわ

れない数少ない政治家の一人である」と連

帯のエールを送っています。   

安倍政権が戦前回帰の復古主義に加えて、

カジノを政府が６月に策定する新成長戦略

の柱に盛り込む動きに加担しようというダ

ーティな側面を持っていることも見逃せま

せん。ラスベガスやマカオのようなカジノ

を中心とした統合型リゾート整備を目指す

「国際観光産業振興議員連盟（通称・カジ

ノ議連）」なるものが結成されていて、安倍

首相はその最高顧問の座についているので

す。  

強い世論の支持を受けて戦争ができる

「強い国」へと邁進する安倍政権に対する

無力感に苛まれながらも思うのは、護憲パ

レードのような活動が確かな力になるとは

言えないにせよ、止めてしまって大勢の赴

くままにするのは、９条を破壊しようとす

る勢力を決定的に有利にしてしまうという

ことです。 

ついさきごろ、今の自民党に匹敵する圧

倒的多数を衆議院で握っていた民主党は、

支持率が一桁の下の方にまで凋落を続けて

います。護憲勢力の社民はもはや絶滅寸前

の博物館行きに近い存在。参院選は、自民

が特別に得点を重ねなくても、他をはるか

にしのぐ圧勝となり、場合によって衆議院

とともに参議院でも改憲発議に必要な三分

の二以上の多数を制するかもしれません。

そうなれば、改憲発議のハードルを下げる

ための改憲手続き法（憲法 96 条）改正から

着手する迂回作戦をとらずに、９条を“亡

き者”にする正面突破に向かう可能性もあ
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ります。 

それでいて、安倍首相は「改憲は慎重に」

と猫を被り、だれも反対しないデフレ脱

却・景気回復を前面に押し立てています。

小泉純一郎元首相の懐刀だった飯島勲内閣

官房参与を事実上の政府特使としてピョン

ヤンに送り、米国から「事前通告なし」に

対する不快感を買ったりもしています。こ

れは、「対米従属」の非を鳴らす左右勢力に

カウンターパンチを食わせるいい材料でし

ょう。 

こうした“敵方”の優勢をみると、平和

を護るための活動は手を抜くができないの

がよくわかります。“枯れ木も山の賑わい”

に止まるにせよ、機会あるごとに身体を動

かし、９条を護り抜かねばと思っています。 

・・・・・・・・・・・・・・・・  

注１ NHK の最近の世論調査によれば： 

＜改憲＞ 

必要 31％、必要ない 26％、どちらともいえ

ない 36％ 

＜９条改憲して国防軍＞ 

賛成２７％、反対２６％、どちらともいえ

ない４０％ 

 

注２ 核兵器の人道的影響に関する共同声

明（提案者：アブドゥル・ミンティ在ジュ

ネーブ国際連合南アフリカ政府常駐代表 

2013 年 4 月 24 日）のうち、日本政府がこ

れに署名するのを拒否したのは、核兵器廃

絶を謳った以下の行（くだり）故である。 

「核兵器が二度とふたたび、いかなる状況

下においても、使用されないことに人類の

生存がかかっています。核兵器爆発の壊滅

的影響は、それが偶発的であれ、計算違い

によってであれ、あるいは計画的であれ、

十分な対応を行うことは不可能です。すべ

ての努力はこの脅威を取り除くことに割か

れなければなりません。核兵器が二度とふ

たたび使用されないことを保証する唯一の

方法は、それらを全面廃棄することでしか

ありえないのです。」（暫定訳：長崎大学

核兵器廃絶研究センター） 

 

 注３ 日本政府が「核兵器の人道的影響に

関する共同声明」に署名しなかったことつ

き、天野万利軍縮大使は以下のような釈明

演説を行った（クラスターⅠ核軍縮 2013

年 4 月 25 日） 

「日本は共同声明の内容について、慎重か

つ真摯に検討を行いました。原子爆弾の惨

禍を知る唯一の国として、日本は核兵器使

用がもたらす人道的影響についての懸念を

共有しています。核兵器使用がもたらす短

期的被害、さらには耐え難い社会経済的、

世代を超えた損失について、共同声明が言

及しておりました諸点を含めまして、日本

は核兵器の人道的影響に関する基本的な訴

えに賛同いたします。 

しかし他方、日本をとりまく安全保障環境

を念頭に置きながら、私たちは声明の性格

とそれとの整合性を慎重かつ真摯に検討し、

声明の修正をめぐって協議を行いました。

残念ながら、相互に納得できる結果は生み

出せず、日本は声明への賛同を見送ること

といたしました。（以下略）」 

（同上） 

                          

・写真：日比谷公園から東京駅八重洲口に

向かうパレード。 
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NPJ 2012年度決算（2012年 4月~2013年 3月） 

 
項目 2011 年実績 2012 年予算 実績 達成率（％） 

1 参加費 23,300 20,000 25,000      125 

2 会費 657,000 650,000 603,000 93 

3 カンパ 464,505 460,000 420,000 91 

4 雑収入 39,918 40,000 411  

5 経常収入計 1,184,723 1,170,000 1,048,411 90 

6 発送配達費 93,515 80,000 49,000 61 

7 給料手当 360,000 240,000 250,000 104 

8 事務所賃貸料 260,000 240,000 240,000 100 

9 振込料 13,610 17,000 11,190 66 

10 事務費 51,795 60,000 37,254 62 

11 旅費交通費 146,510 90,000 138,360 153 

12 通信費 25,540 29,000 27,050 93 

13 雑費 2,520 8,000 2,310 29 

14 広報費 106,050 280,000 149,390 53 

15 活動支援費 326,500 350,000 163,970 49 

15 会場費 26,850 18,000   

16 講師費用 25,000 50,000 60,000 120 

17 予備費 0 41,381 72,800 176 

18 東日本大震災支援 300,000 200,000 200,000 100 

19 経常支出計 1,737,890 1,703,381 1,401,324 82 

20 当期経常収支過不足 -553,167 -533,381 -352,913  

21 前期繰越剰余 1,085,946 532,779 532,779  

22 今期経常繰越剰余金 532,779 0 179,866  

23 特別収支       

24 前記残高 3,477,310 3,177,310 3,177,310  

25 今期支出       

  (東日本大震災支援） 300,000 200,000 200,000 100 

  （インターン派遣支援）   700,000 700,000 100 

  支出合計   900,000  900,000 100 

26 特別収支残高 3,177,310 2,277,310 2,277,310  

27 未払金 21,956 0 146,808  

28 残高合計（22+26+27） 3,732,045 2,277,310 2,603,984  
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2012 年度決算について 

 

概要： 

会費とカンパ収入の達成率は 90 パーセン

トを超えました。皆様のご理解、御支援に

心から感謝申し上げます。支出は、昨年か

らの繰越金を使いきる予算を計上いたし

ましたが、南スーダン NP 活動視察、ブラ

ッセル NP 本部へのインターン派遣、前年

度から繰り越された東日本大震災支援、年

4 回のニューズレター発行以外の活動が十

分行われなかったため、179,866 円の次年

度への繰越となりました。 

主要費目の説明： 

旅費交通費：6月 23 日の北九州非暴力トレ

ーニングに講師として出張した大畑氏の

旅費交通費（37,000 円）を含むが、これは

活動支援費に計上すべきでした。 

広報費：NP フィールドワーカーのコア・ト

レーニングを NARPI（東北アジア地域平和

構築インスティチュート）と共同で行うた

め100,000円を予算計上したが実現に至ら

なかった。 

活動支援費： 

・NPJ 地域活動支援費として 100,000 円予

算計上したが、北九州での非暴力トレーニ

ングは参加者のカンパで行われるなど実

質支援要請はなかった。 

・ワークショップ（ミリタリーをどうする

か第３回目）は実現しなかった。 

・予備費：72,800 円でプロジェクターを購

入、2013 年度から「観て考える非暴力講座」

で使用する。     

            

  2013 年の予算について 

 

概要： 

2012 年度の会費とカンパ収入の達成率は

90 パーセントでした。毎年、収入予算額を

削減してきましたが、今年は 2012 年度並

みの収入を計画しました。さらに前年度か

らの繰越金179,866円を使い切る収入合計

といたしました。 

予算策定の元となった 2013 年度事業計画

の大枠については、< NPJ 2013 年度活動

方針 ＞をご参照ください。 

 

主要費目の説明： 

注 1：旅費交通費： 

昨年度の不適切な費目処理を改めました。 

注 2：広報費： 

・ウエブ管理費（月管理費 8,400x12、ドメ

イン更新費 5,250） 

・その他広報活動費       60,000 

注 3：活動支援費： 

・NP フィールド現地視察支援  100,000 

 （南コーカサス、ビルマほか） 

・地域活動支援費        50,000 

・国内、平和・反核活動支援費   30,000 

・ワークショップ第 3 回     30,000 

注 4：インターン派遣支援： 

昨年と同様、NP ブラッセル事務所に 3カ月

間、インターンを派遣します。 
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< NPJ 2013 年度活動方針 ＞ 

 

2013年 3月 16日に行われた2012年度の総

会記録からの抜粋です。2013 年度の活動計

画に基づき、予算が策定されました。 

 

 2012年度の活動報告並びに決算案 

（見込み）  

 

国内活動は低迷ながらも講演・討論会「い

まこそ非暴力平和」を沖縄選出参議院 

議員でり、(財)わびあいの里理事長でもあ

る山内徳信氏を講師に招いて行ない、また 

北九州非暴力トレーニング講座への協力

も行なうことができた。 

国際的には岡田二朗氏のスーダン並びに

ブリュッセル国際事務局への派遣を行な 

い、ナマ情報を得ることができたとともに、

現地、本部とのつながりを強化する 

ことができた。また国際理事のアン氏来日

に際して面談すると共に、奨学生とし 

て国際基督教大学（ICU）に在学している

元 NP フィールド・メンバーのブテラ氏 

とも非公式ながら面識を持つことが出来

た。 

 

 

   2013年度事業計画並びに予算案  

 

・派遣事業は継続的に取り組み、NP 事務 

局・フィールドとの緊密性を維持するこ 

とにつとめ、フィールド現地視察は南コ

ーカサス、ビルマを検討する。日本との 

「近さ」ではビルマだろうが、まだプロ 

ジェクトとしは準備中の状態である。 

・国内活動として福島原発等の原発への反 

核活動としての取り組み、沖縄米軍基 

地反対運動への取り組み、特に今後益々

状況が緊迫するであろう辺野古への座

り込みへの派遣等を検討する。 

・リーフレット在庫が少なくなっているの 

で作成を検討する 

・ブテラの講演会を検討 

・「観て考える非暴力」シリーズ再開する。 

・尖閣問題に対し日本政府は力による対応 

を行っており、NPJ として懸念を表明 

すべきだったとの意見が出された。 

・メリー氏より GPPAC の活動、朝鮮半島で 

の市民レベルの統一や平和活動につい 

て、また世界社会フォーラム(WSF)2013

は、3 月 26-30 日にチュニス（チュニジ

ア）で行なわれ９条ワークショップなど

が開催されることが報告された。また元

ピースボートスタッフがICUでブテラ氏

と共に学んでいるとのことで、今後協力

して講座等を持てないか検討する。 

 

❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋❋ 
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NPJ 2013年度予算 

 
項目 2012 年実績 2013 年予算 備考 

1 参加費 25,000 ―  

2 会費 603,000 600,000 前年実績 

3 カンパ 420,000 400,000 前年実績 

4 雑収入 411 ―  

5 経常収入計 1,048,411 1,000,000  

6 発送配達費 49,000 64,000 NL4 回 x16,000 円 

7 給料手当 250,000 240,000 前年実績 

8 事務所賃貸料 240,000 240,000 前年実績 

9 振込料 11,190 12,000 前年実績 

10 事務費 37,254 40,000 前年実績 

11 旅費交通費 138,360 80,000 注 1 

12 通信費 27,050 27,000 前年実績 

13 雑費 2,310 5,000 前年実績により修正 

14 広報費 149,390 170,000 注 2 

15 活動支援費 163,970 210,000 注 3 

15 会場費  12,000 講師招聘講演会 2 回 

16 講師費用 60,000 40,000 講演会 2 回 

17 予備費 72,800 39,866  

18 経常支出計 1,401,324 1,179,866  

19 当期経常収支過不足 -352,913 -179,866  

20 前期繰越剰余 532,779 179,866  

21 今期経常繰越剰余金 179,866 0  

22 特別収支     

23 前記残高 3,177,310 2,277,310  

24 今期支出     

  （インターン派遣支援） 700,000 700,000 注 4 

25 特別収支残高 2,277,310 1,577,310  

26 未払金 146,808 0  

27 残高合計（21+25+26） 2,603,984 1,577,310  

 



    

   ●  非暴力平和隊の理念と活動に賛同・支援してくださる個人および団体を非暴力平和隊の理念と活動に賛同・支援してくださる個人および団体を非暴力平和隊の理念と活動に賛同・支援してくださる個人および団体を非暴力平和隊の理念と活動に賛同・支援してくださる個人および団体を    
会会会会                員として募集員として募集員として募集員として募集    しています。しています。しています。しています。                                                            非暴力平和隊・日本非暴力平和隊・日本非暴力平和隊・日本非暴力平和隊・日本    

                    ウェブサイトからのお申込みウェブサイトからのお申込みウェブサイトからのお申込みウェブサイトからのお申込み：http://np-japan.org/4_todo/todo.htm#member    

✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰ 

（目的）（目的）（目的）（目的）本会は，非暴力的方法により紛争地域の平和構築を支援する国際 NGO である非暴力平和

隊（NONVIOLENT PEACEFORCE）の日本グループとして活動し，隊員の募集及び訓練を行うとともに，

非暴力の思想及び運動を普及し，もって人権の擁護及び平和の推進に寄与することを目的とする。 

（活動）（活動）（活動）（活動）本会は，前条の目的を達するため，次の活動を行う。 

１ 非暴力平和隊の隊員の募集 

２ 非暴力平和隊の隊員となることを希望する者の訓練 

３ 非暴力平和隊の派遣費用の募金 

４ 非暴力の思想及び運動の普及 

５ 非暴力平和隊の活動状況の宣伝 

６ その他本会の目的を達成するために必要なこと 

 

● 非暴力連続講座「観て考える非暴力シリーズ」が始まりました！！！    

❋ 2013 年度 第 1回  

    日時：5月 20 日（月：6：30～8：00） 

    場所：非暴力平和隊・日本事務所 

    映像：『人間の住んでる島』（シネマ沖縄） 

 戦後米軍に占領された沖縄県伊江島で、米軍による「銃剣とブルドーザー」と呼ばれる土地接

収が行なわれましたが、これに対し反戦地主として闘争を続けた阿波根昌鴻さん(2002 年没、享年

101 歳)を追ったドキュメント映画です。非暴力に徹した闘い、阿波根氏の深い人間性をして人々

は彼のことを「沖縄のガンジー」とも呼びました。この映画が作られたのは 1996 年、阿波根氏が

90 歳を越えていましたが、訪れる若者たちに平和への希望を語る姿は感動的でもあります。 

彼のような人物がいたことや、沖縄戦の実態、現在の沖縄についてまだまだ知られていない、忘

れられているので、知ってもらう機会をつくることが重要だとの感想が聞かれました。 

 

❋ 第第第第 2222 回：回：回：回：6666 月月月月 24242424 日（月）日（月）日（月）日（月）18181818：：：：00000000～～～～20202020：：：：30303030、非暴力平和隊・日本事務所 

6 月 23 日は沖縄戦の組織的戦闘が終結したことにちなんで沖縄県では「慰霊の日」として公休日

になっています。また 1959 年 6 月 30 日には沖縄県・宮森小学校米軍に米軍ジェット機が墜落し、

児童、住民に多くの死傷者を出した事件が起きた日でもあります。次回も沖縄のことを考える映

像を上映したいと思います。詳細はお問合せください。 

 


